
発行平成 7年 12月 5 B 

発行所大洗町役場
干31]-)3茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-幻5
霊登大洗(267)5111({-t) 

企 画課

富士オフセット印刷附

盟水戸(231)42 41 ({~) 

集

刷

編

印

(題字:八木玉峰先生書)

畏
年
戸
マ
チ
ユ
戸
野
球
界
で
活
躍
し

疋
元
水
戸
商
・
早
稲
田
大
学
野
球
部
監

醤
石
井
藤
吉
郎
氏
(
乃
歳
・
磯
浜
町
6

8
8
1番
地
)
の
野
球
暇
堂
入
り

(
7

月
2
日
受
賞
)
受
賞
祝
費
会
ガ
¥
什
月

刊
日
大
洗
シ
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
開
か

地
れ
ま
し
た
。

一
式
典
に
は
¥
竹
内
宏
町
畏
を
始
め
関

…
係
考
約

3
0
0名
ガ
出
席
。
コ
ん
さ

冊
ざ
な
み
に
よ
る
寸
昂
」
で
幕
を
あ
け
¥

…
発
起
人
を
代
表
し
て
日
一
町
畏
や
早
大

和
の
後
輩
に
あ
だ
る
田
山
県
議
ガ
祝
辞
を

窃
述
べ
ま
し
た
。

記
念
日
と
し
て
¥
直
径
7
m
の
笠
間

焼
の
大
皿
や
¥
花
束
贈
呈
を
受
け
¥
石

井
さ
ん
は
「
私
の
野
球
人
生
は
終
始

幸
運
だ
っ
疋
。

5
歳
に
死
別
し
だ
田
ガ

「
関
白
ガ
大
き
く
な
っ
た
ら
野
球
を
や

ら
せ
た
い
ね
し
と
一
言
っ
て
い
疋
こ
と
を

間
き
¥
よ
し
¥
あ
の
世
で
自
に
あ
え
た

と
き
喜
ん
で
も
ら
え
る
野
球
の
ご
褒
美

を
持
っ
て
い
こ
う
と
頑
張
つ
だ
。
シ
ベ

リ
戸
抑
留
か
ら
復
員
で
き
だ
の
は
¥
野

球
で
鍛
え
だ
体
ガ
あ
っ
た
か
ら
。
野
球

は
私
の
命
。
ま
た
¥
好
き
な
野
球
に
打

ち
込
め
た
の
は
妻
の
お
か
げ
で
す
。
L

と
あ
い
さ
つ
。
場
内
か
ら
ひ
と
き
わ
大

き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
疋
。

石
井
さ
ん
は
¥
水
戸
商
か
ら
早
大
へ

進
学
。
学
徒
出
陣
¥
シ
ベ
リ
戸
抑
留
体

験
を
経
て
昭
和
包
年
に
復
員
。
早
大
復

学
後
は
¥
主
将
と
し
て
車
京
六
大
学
リ

ー
ク
春
夏
の
完
全
優
勝
に
貫
献
し
首
位

打
者
に
蔑
は
れ
だ
。

社
会
人
野
球
の
大
昭
和
製
紙
で
は
¥
品

昭
和
お
年
の
都
市
在
h
野
球
で
全
国
制
叫

覇
。
現
役
引
退
後
は
由
枝
水
戸
商
の
野
恥

球
部
監
奮
と
し
て
昭
和
お
年
重
念
願
の
叩

甲
子
掴
に
出
場
し
活
躍
¥
そ
の
後
¥
昭
4

和
四
年
早
大
野
球
部
監
替
に
就
任
し
て

か
ら
は
¥
Bク
ラ
ス
に
低
迷
し
て
い
た

チ
ム
を
就
任
初
年
度
の
春
の
リ
ー
グ

戦
で
主
座
に
返
り
咲
か
せ
¥
そ
の
後
刊

年
間
で
5
匿
の
リ
ー
グ
侵
勝
巳
導
く
な

ど
名
監
欝
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
殿
堂
入
り
は
茨
城
県
で
は

故
飛
田
穂
洲
さ
ん
に
続
い
て
2
人
目
¥

競
技
者
表
彰
と
し
て
は
初
め
て
の
快
挙
。

ま
疋
¥
竹
月
刊
日
臼
「
県
民
の
日
」
に

は
、
茨
城
県
初
の
県
民
栄
誉
昌
員
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

~石井藤吉郎氏プロフィール(球歴)

オ〈戸商では投手として文部省等主催の聞即年甲子園大会に出場。 19年、

学徒出障で出征シベリ戸での抑留生活を送つだ後22年早大に復学し強打者、

主将として活躍。大昭和製紙でも都市対抗野球大会で初優勝を飾るなど

チーム¢軒|者となった。現役引退後は、その統率力を買われ高校、大学¥

全白本と長年にわだって監督を努め、まだ多くの人材を育てだ。

咽
昭
和
白
年
日
月
大
学
時
代
・
社
会
人
時
代
の
好
敵
手

慶
応
義
塾
大
学
の
岩
本
選
手
と
伴
に

-水戸商昭和何年~17年〔投手〉

沼17年 甲子園出場

・早稲田大学 昭和旬年~25:êF (投手・一塁手・外野手〉

昭和23年春 24年春 25年春秋六大学Ij-ク戦優勝

目B25年春 首位打者 440

昭25年 通算114安打連盟記録達成

六大学選抜メンバ としてハワイヘ遠征

21戦16勝4敗1分

・大昭和製紙昭和26:êF~33年〈外野手〉

沼27~33年都市対抗野E京大会連続出場

関28:E宇 都市対抗野主主大会優勝

招31年 第2回世界野球大会出場 3勝2敗
@水戸商監督昭和34年~35年

回35年 夏の甲子園大会出場

@早大監督 昭和39年~38年

@早大総監督昭和49年

昭39年春 40年秋 41年秋

昭43年秋 42年春 49年春六大学リク優勝

昭40年 第6白戸三i7フ野球選手権大会優勝

昭47年 第1回日米大学野Eま世界選手権大会総EE督

5勝2敗優勝

第23回全日本大学野球選手権大会優勝

3i.立

9勝2取引立第26IQ世界戸マチユ7フ野球選手権大会

第12ロコフジ戸野球選手権大会 3i立
〔公開種目野球競技口ス五輪戸三J戸地区予選兼〕

昭49年

・全日本監督

昭55年

昭58:eF
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今吉長老
エ'95 し(/)
ス大さ月
テ洗魅ー、
イ町せき
パ商まわ
ル工すや
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お

霊童墳の文化交議

21国

お平成7年12月5日

「
文
化
の
日
」
の
日
月
3
日
を
中
心
に

第
包
囲
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
が
大
洗
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
の
部
で
は
、
書
道
を
は
じ
め
美

術
・
写
真
・
短
歌
・
詩
・
俳
句
・
い
け

ば
な
・
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー
-
小
中
学
生

の
作
品
な
ど
9
1
3
点
の
力
作
が
日
月

3
B
か
ら
5
Bま
で
展
示
さ
れ
、
地
域

の
文
化
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

発
表
の
部
は
、
俳
句
会
・
短
歌
会
・

吟
詠
剣
詩
舞
・
音
楽
・
日
本
舞
踊
・
茶

会
・
民
謡
が
日
月
8
日
か
ら
日
月
5
5

ま
で
大
ホ

l
ル
等
の
会
場
で
発
表
さ
れ
、

大
洗
?
リ
!
ナ
イ
ベ
ン
ト
パ

l
ス
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
即

売
や
は
ま
ぐ
り
な
ど
の
水
産
物
即
売
を

は
じ
め
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ

l
、
あ
ん

こ
う
鍋
な
ど
の
各
種
模
探
庖
が
出
庖
。

ま
た
、
大
勢
の
子
供
た
ち
は
サ
イ
コ
ロ

ゲ
!
ム
や
ボ
ー
ル
投
げ
、
フ
ァ

l
フ
ア

ー
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
号
で
楽
し
く
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
広
場
で
は
、
明
石
保
育
関

児
の
演
奏
と
仮
装
行
列
や
商
工
会
青
年

部
に
よ
る
か
ン
ダ
ム
シ
ョ

l
、
荒
磯
太

鼓
、
大
ビ
ン
ゴ
大
会
で
祭
り
気
分
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
空
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
巨
大
バ
ル
ー
ン
に

乗
っ
て
、
地
上
約

m
m
の
高
さ
の
空
中

た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洗
郵
便
局
で
は
、
郵
便
コ

ー
ナ
を
設
け
、
年
賀
は
が
き
の
販
売
と

郵
便
相
談
を
開
設
。
更
に
、
食
生
活
改

善
コ

i
ナ
で
は
、
「
家
庭
の
味
、
手
作

り
の
心
を
大
切
に
」
を
テ
!
?
に
料
理

の
試
食
な
ど
を
行
い
健
康
食
品
な
ど
の

P
R
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
山
村
暮
鳥
が
縁
で
結
ぼ
れ

た
「
文
化
友
好
の
町
L

群
馬
町
の
皆
さ

ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
文
化
友
好
の

き
ず
な
を
深
め
ま
し
た
。

遊
泳
を
楽
し
ん
だ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
つ
か
っ
た
手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
が

行
わ
れ
、
完
成
し
た
手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト

を
大
空
に
打
ち
上
げ
て
、
飛
距
離
を
競

い
合
う
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
で
は
、
子
供
た

ち
よ
り
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
方
が

夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
、
童
心
に
帰
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

終
日
会
場
は
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
文
化
の
自
の
休
日
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

母
あ
ん
こ
う
の
吊
し
切
り

第
訂
囲
秋
季
町
民
野
球
大
会
が
叩
月

の
各
日
曜
日
を
利
用
し
て
、
町
運
動
公

園
を
会
場
に
汀
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
決
勝
ま
で

駒
を
進
め
た
の
は
、
最
近
め
き
め
き
カ

を
つ
け
、
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
き
だ
若

い
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
と
、
こ
こ
2
年
間

(
春
・
秋
合
わ
せ
て
)
で
3
度
決
勝
ま

で
進
み
な
が
ら
一
仮
を
の
ん
で
い
る
古
豪

新
友
会
が
激
突
し
ま
し
た
。

両
チ
l
ム
と
も
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
し
て
素
晴
ら
し
い
試
合
を
展
開
し

ま
し
た
が
、
投
打
に
や
や
上
回
る
オ
ノ

チ
ョ
ッ
プ
ス
が
新
友
会
を
4
対
0
で
振

り
切
り
、
春
の
大
会
に
続
い
て
秋
の
大

会
も
制
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス

準

優

勝

新

友

会

頃の得意技を競

成穂区皆鍾

ゆ箱詰詣成禽

青
少
年
の
健
全
育
成
と
相
互
の
親
睦

を
深
め
基
本
技
術
の
向
上
を
図
ろ
、
っ
と
、

日
月
ロ
日
(
日
)
第
一
中
学
校
格
技
場
で

第
刊
回
大
洗
町
近
郊
少
年
柔
道
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
大
洗
町
柔
道
連
盟
が

主
催
、
毎
年
実
施
さ
れ
今
年
も
近
郊
市

町
村
か
ら
別
名
が
参
加
し
、
錨
人
戦
(
幼

年
・
小
学
生
の
部
と
中
学
生
の
部
)
、
団

体
戦
(
中
学
生
の
部
)
の
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
臼
頃

の
厳
し
い
練
習
で
鍛
え
た
、
得
意
技
で

盛
ん
に
対
戦
、
好
試
合
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。

応
援
席
に
か
け
つ
け
た
、
大
勢
の
お

敢打 M 第

闘撃 V " 3 
賞賞 P 位

コ
ナ
ウ
ィ
ン
ズ

原
研
大
洗

深
川
佳
義
晴
(
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
)

米
川
満
(
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
)

米
川
修
市
(
新
友
会
)

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
声
援
を
受
け
、

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
幼
年
の
部

優

勝

関

根

大

(

勝

武

館

)

準
優
勝
小
野
瀬
佑
宣
(
勝
武
館
)

O
小
学
|
年
生
の
部

優
勝
菅
谷
竜
樹
(
羽
鳥
柔
)

準
優
勝
真
船
利
恵
(
講
友
館
)

O
小
学
2
年
生
の
部

優
勝
高
橋
秀
治
(
勝
武
舘
)

準
優
勝
佐
久
間
貴
久
(
勝
武
館
)

O
小
学
3
年
生
の
部

優
勝
関
根
祐
輝
(
大
洗
柔
ク
)

醤持一

大

第
日
田
町
民
卓
球
大
会
が
日
月
ロ
目
、

町
運
動
公
閤
体
育
館
を
会
場
に
、

5
部

門
部
名
の
参
加
出
場
者
に
よ
っ
て
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
趨
博
さ
ん
、
張
世
順
さ

ん
(
動
燃
大
洗
)
の
2
名
の
中
国
人
が

高
校
・
一
般
男
子
の
部
に
出
場
さ
れ
、

大
洗
町
卓
球
大
会
も
国
際
化
し
て
き
ま

し
た
。ま
た
、
高
校
・
一
般
男
子
の
部
で
優

勝
し
た
清
宮
洋
一
さ
ん
は
本
大
会
5
連

覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

準
優
勝
猿
田
順
平
(
講
友
館
)

O
小
学
4
年
生
の
部

優
勝
小
沼
大
輝
(
大
洗
柔
ク
)

準
優
勝
高
崎
真
弓
(
大
洗
柔
ク
)

O
小
学
5
年
生
の
部

優
勝
学
留
野
幸
太
郎
(
昭
道
館
)

準
優
勝
井
上
昌
大
(
勝
武
館
)

O
小
学
6
年
生
の
部

優

勝

庄

司

真

情

(

昭

道

舘

)

準
優
勝
小
沼
卓
也
(
昭
道
館
)

O
中
学
|
年
生
女
子
の
部

優
勝
中
武
美
沙
(
講
友
館
)

準
優
勝
菊
本
初
恵
(
昭
道
館
)

O
中
学
2
年
生
女
子
の
部

優
勝
磯
崎
美
季
(
昭
道
館
)

準
優
勝
雨
沢
美
嘉
(
講
友
館
)

o中
学
|
年
生
男
子
の
部

優
勝
松
本
総
一
(
大
洗
南
中
)

準
優
勝
井
上
薫
(
講
友
館
)

O
中
学
2
年
生
男
子
の
部

優
勝
坂
口
智
洋
(
大
洗
一
中
)

準
優
勝
米
川
幸
夫
(
大
洗
南
中
)

O
中
学
団
体
の
部

優

勝

講

友

館

準
優
勝
大
洗
一
中

第
3
位

昭

道

館

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

初
心
者
の
部
①
高
野
佳
代
子
②
佐
藤

順
子
③
一
花
井
正
子

中
学
男
子
の
部
①
田
口
登
美
夫
②
秋

山
悟
③
田
上
秀
哉

中
学
女
子
の
部
①
照
沼
誠
子
②
川
上

和
子
③
高
橋
美
由
記

高
校
・
一
般
男
子
の
部
①
清
宮
洋
一

②
越
博
③
工
藤
正
和

高
校
@
一
般
女
子
の
部
①
勝
山
智
子

②
永
浜
聖
子
霊
局
柳
格
美
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O
厚
生
年
金
加
入
中
の
方

1
0
0
万
円
以
内

O
国
民
年
金
加
入
中
の
方

5
0
万
円
以
内

@
融
資
利
率
年
3
・
2
5
%
(
平

成
7
年
日
月
日
日
現
在
)

。
返
済
期
間

8
年
以
内
(
据
置
期

簡
は
在
学
期
間
内
で
最
長
4
年
)

@
申
し
込
み
・
間
合
せ
先

佃
茨
城
県
年
金
住
宅
福
祉
協
会

舘

0
2
9
i
2
2
5
2
9
4
6

平
成

8
年
l
丹
1
日
か
ら

戸
籍
子
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
謄
抄
本
等
の
交
付
手
数
料
が
、

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

書等届出 す関籍徐 す関籍戸
除 戸

るに るに
籍 籍

内
申 証記 証記 σ〉 σ〉
請 明載 明載 1誉 謄
の し し

本 本"Jf: 午 た た

理
事項 事項 手少 手少

証
明 本 本

l l l 1 l 
抗t与f・

通 千ヰ イ牛 通 通

3 4 3 7 4 
f現手T 。。。。。。。。。G 
数料円 円 円 円 円

3 4 3 7 4 a1c 
5 5 5 5 5 

定。。。。。
円 円 円 円 円 ー額

国

の

数

日

i

ン

年
金
輸
銀
帯
用
資
金
費
付
立
つ
い
て

こ
の
貸
付
制
度
は
、
年
金
積
立
金

を
原
資
と
し
た
還
元
融
資
の
一
環
と

し
て
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年

金
に
凶
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方
が
、

お
子
さ
ま
の
入
学
時
や
在
学
中
の
教

育
費
を
低
利
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

ま
た
、
こ
の
貸
付
は
、
国
民
金
融

公
庫
の
一
般
教
育
ロ

l
ン
と
の
併
用

も
で
き
ま
す
。

。
融
資
積
立
茎
・
生
徒
1
人
に
つ
き
)

サ
ラ
リ

i
マ
ン
の
確
定
串
告
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犬
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年

末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得
税

の
納
税
を
終
了
し
ま
す
が
、
次
の
よ

う
な
場
合
な
ど
に
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
7
年
分
の
給
与
収
入
の
合

計
が
2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
場
合

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超

え
る
場
合
③
給
与
の
支
払
を
2
か
所

以
上
か
ら
受
け
て
い
る
場
合
で
、
年

末
調
整
を
き
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

入
金
額
と
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
2
0

万
円
を
超
え
る
場
合

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ
イ
ホ

ー
ム
を
ロ

i
ン
な
ど
で
取
得
し
た
り
、

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
な

ど
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
を
書
く
と
き
は
「
所
得
税

の
確
定
申
告
の
手
引
き
し
や
「
申
告

書
の
書
き
方
L

を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
「
申
告
書
の
書
き
方
L

に
示

さ
れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し
て
い

き
ま
す
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



平成7年12月5日

飛
回
さ
き
さ
ん
(
剖
歳
・
磯
浜
町
2

2
2
5
番
地
の
打
)
は
、
建
設
省
か
ら

委
託
を
受
け
た
掴
沼
川
掴
沼
橋
水
位
観

測
所
観
測
員
。
目
年
関
、
毎
日
休
む
こ

去
る
日
月
1
日
、
東
京
都
新
宿
区
の

ホ
テ
ル
海
洋
に
お
い
て
、
常
陸
宮
殿
下
、

妃
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
(
財
)
日
本

顕
彰
会
よ
り
日
本
水
難
救
済
会
大
洗
救

難
所
が
人
命
救
助
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

大
洗
救
難
所
は
、
平
成
6
年
9
月
四

日
台
風
出
口
す
の
影
響
に
よ
る
大
し
げ
の

大
洗
サ
ン
ビ

l
チ
海
岸
沖
合
で
、
サ
ー

ブ
ァ
ー
が
救
助
を
求
め
て
い
る
と
の
通

報
を
受
け
る
や
、
た
だ
ち
に
所
員
を
呼

集
し
現
場
を
確
認
。
救
助
艇
班
と
陸
上

支
援
班
に
別
れ
出
動
し
、
海
陸
一
体
と

な
っ
た
救
助
活
動
に
よ
り
生
存
の
限
界

に
あ
っ
た
6
名
の
若
者
を
無
事
救
助
し

大
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

た
こ
と
に
よ
っ
て
の
受
賞
で
す
。

今
後
と
も
、
日
本
水
難
救
済
会
大
洗

救
難
所
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
斗
9
1

t"' 

平
成
7

らあおお(3)第288号

神社惨役場

菊の番標

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
正
面
玄
関
に
も
会
員
の

切
り
株
担
鉢
が
展
示
さ
れ
、
各
賞
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
に
引
き
続
き
っ
町
章
」

を
形
づ
く
っ
た
菊
花
(
藤
沼
勝
次
さ
ん

作
J

が
展
示
さ
れ
、
役
場
を
訪
れ
た
皆

さ
ん
は
見
事
に
咲
い
た
菊
花
に
思
わ
ず

足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
ス
コ
(
株
)
で
は
、
茨
城
の
自
然

を
取
り
戻
す
こ
と
に
、
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
、
去
る
日
月
四
日
、
茨

城
県
内
の
ジ
ャ
ス
コ
各
届
舗
の
従
業
員

と
家
族
に
よ
る
合
同
ク
リ
ー
ン
活
動
が

大
洗
サ
ン
ビ
!
チ
海
岸
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。今
回
の
合
同
ク
リ
ー
ン
活
動
に
は
、

約
4
0
0
人
が
参
加
し
、
散
乱
し
た
空

き
缶
や
空
き
ビ
ン
の
屈
収
作
業
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
庖
舗
で
は
近
隣
公
園
や
道

路
の
定
期
清
掃
な
ど

「
我
が
街
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な

ど
を
通
じ
て
社
会
貢

献
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
、

美
し
い
自
然
を
取
り

戻
す
v

」
と
が
で
き
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も

清
潔
で
美
し
い
町
に

し
ま
し
ょ
う
。

監
査
委
員
じ

海
老
沢
一
夫
氏

渡

辺

明

氏

を

選

任

去
る
日
月
8
日
、
議
会
改
選
後
初
の

町
議
会
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
町
監
査

委
員
に
海
老
沢
一
夫
さ
ん
(
悦
歳
・
磯

浜
町
1
1
1
9
番
地
の

1
)
が
選
任
同

意
さ
れ
、
議
会
議
員
か
ら
は
渡
辺
明
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

"f" ;回沼の夕照

70-200mm F 11 

小松崎さと江

大和田康雄

V 親子

180mm F2.8 

海老沢一夫氏

都
市
計
画
法
及
ぴ
建
築
基
準
法
の
改

正
に
よ
る
用
途
地
域
の
見
直
し
が
行
な

わ
れ
、
新
用
途
地
域
の
都
市
計
画
案
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

縦
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。

な
お
、
当
該
都
市
計
画
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の

日
ま
で
に
茨
城
県
知
事
あ
て
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー
、
都
市
計
画
の
種
類

用
途
地
域

2
、
都
市
計
画
を
決
定
す
る
土
地
の
区
域

市
街
化
区
域

3
、
都
市
計
画
案
の
縦
覧
場
所

川
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都

市
計
画
課

ω
大
洗
町
役
場
都
市
計
画
課

4
、
縦
覧
期
間

平
成
7
年
ロ
月
四
日
か
ら

平
成
8
年
1
月
8
日
ま
で

(
た
だ
し
、
閉
庁
日
は
除
く
)

「
大
洗
の
菊
ま
つ
り
」
が
日
月
お
日

か
ら
日
月
幻
日
ま
で
大
洗
磯
前
神
社
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
五
重
塔
2
基
、
千
輪
咲
2

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
J
基
、
懸
崖
5
基
、
大
菊
盆
養
位
鉢
、
だ

一
寸
引
む
つ
引
出
一
る
ま
造
り
叩
鉢
、
福
助
造
り
的
鉢
、
盆

二
輪
樹
齢
二
轍
鱗
鞠
一
一
栽
造
り
7
鉢
な
ど
大
洗
菊
花
愛
好
会

一

[
U
Fド
」
一
(
海
老
沢
好
一
会
長
)
の
皆
さ
ん
が
丹

谷
田
山
部
吉
替
え
に
勲
五
等
双
光
旭
日
章
…
ぺ
仁
川
口
問
り
U
1
U
は
け
刊
誌

分
団
長
、
消
防
団
副
団
長
、
同
団
長
を
一

騎

ず

歴

任

。

寸

ゑ
ゑ
畿
跳
鰍
拠
麟
機
犠
鱗
灘
鰍
伊
そ
の
問
、
消
防
団
の
装
備
や
体
制
の
一
一

λーやら
y¥ト
ン
岬
ufv盤
充
実
、
団
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
、
…
一

機ぷ一ノ川
j

円
;
紘
一
一
ぷ
宵
県
下
に
誇
る
消
防
団
の
育
成
を
図
ら
れ
一
一

議
霧
議
機
警
草
鱗
鞠
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
や
消
火
活
動
だ
一
一

建
け
で
は
な
く
、
渇
水
対
策
や
津
波
警
戒
一
一

な

ど

に

も

活

躍

。

一

一

谷
田
部
士
口
戴
き
ん
(
百
歳
・
磯
浜
町
こ
う
し
た
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
社
…
一

回
番
地
)
は
、
昭
和
四
年
に
磯
浜
町
警
会
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
ご

防
団
員
を
拝
命
以
来
、
平
成
7
年
1
月
認
め
ら
れ
、
今
回
の
蓄
の
栄
誉
に
浴
…
「

四

日

退

任

す

る

ま

で

の

臼

年

間

、

第

一

さ

れ

た

も

の

で

す

。

…

飛
留
さ
き
さ
ん
に
勲
七
等
瑞
宝
章
一

と
な
く
朝
6
時
と
夜
6
時
の

2
回
、
掴
ケ

沼
橋
の
た
も
と
に
た
つ
水
位
計
の
目
盛
…
一

を
観
測
し
、
川
の
水
位
を
見
守
っ
て

ま
す
。川
岸
は
冬
場
の
朝
晩
な
ど
、
い
て

く
寒
さ
の
な
か
で
の
観
測
で
す
。
白

か
ら
歩
い
て
5
分
先
に
あ
る
水
位
計

で
散
歩
が
て
ら
に
、
今
日
も
掴
沼
川

水
位
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
永
年
に
わ
た
る
ご
功

が
認
め
ら
れ
、
今
回
一

浴
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日月氏渡辺

〔
評
〕
自
然
の
出
合
い
の
一
瞬
を
う
ま

く
捉
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

湖
面
に
輝
く
光
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
生
か

し
た
美
し
い
風
景
写
真
で
す
。

(
絹
針

弘
己

〔評〕 ラジコンで遊ぶ親子のそれ

ぞ、れの表情を的確に捉えています。

特に子供より夢中になっている父

親の真剣な表情がおもしろいと思

います。(絹針弘己)

お
お
ト
ト
十

ら

後

藤

亀

泉

選

色
鳥
に
窓
少
し
聞
け
忍
女
溜
り

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
秋
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
小

鳥
達
が
羽
色
美
し
く
渡
っ
て
来
て
吾

々
を
楽
し
ま
せ
る
。
今
神
垣
に
も
そ

の
色
鳥
の
鳴
声
が
開
こ
、
ぇ
、
お
札
所

の
亙
女
だ
ま
り
で
も
細
目
に
窓
を
開

け
て
、
こ
れ
も
白
衣
に
緋
袴
の
色
鮮

か
な
亙
女
達
が
可
憐
な
声
や
動
き
を

鑑
賞
し
て
い
る
の
だ
。

秋
雨
に
色
濃
き
方
の
服
を
着
る

東
光
ム
口
大
川
た
か

〔
評
〕
句
会
に
着
て
行
く
服
を
選
ん

で
い
る
の
だ
が
、
今
日
は
生
憎
う
っ

と
う
し
い
秋
の
雨
だ
。
暗
く
な
り
勝

ち
な
気
分
を
引
き
立
て
る
為
に
は
濃

い
色
柄
の
派
手
目
な
こ
の
服
で
出
掛

け
よ
う
と
決
め
た
の
で
あ
る
。

余
談
だ
が
、
私
の
子
供
の
頃
、
雨

の
日
な
ど
「
イ
ッ
ト
シ
ョ
お
天
気
で
」

と
い
う
大
人
の
挨
拶
を
耳
に
し
た
。

ナ
ン
と
言
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ

た
も
の
だ
が
、
「
う
っ
と
う
し
い
お
天

気
で
」
の
早
口
に
詑
っ
た
も
の
と
だ

ん
だ
ん
判
っ
て
き
た
。
現
今
で
も
そ

お
っ
し
ゃ

う
仰
有
る
方
が
お
い
で
だ
ろ
う
が
、

心
に
残
る
一
言
葉
で
あ
る
。

軒
し
づ
く
真
す
ぐ
に
秋
の
雨
斜
め

桜

道

真

田

空

閑

〔
評
〕
軒
を
落
ち
る
雨
垂
れ
を
眺
め
、

心
気
を
凝
ら
し
て
句
作
を
し
て
い

る
。
間
合
を
置
い
て
雨
だ
れ
は
、
垂

直
に
地
面
に
突
進
し
て
穴
を
つ
が
ち

そ
の
向
こ
う
の
空
間
に
は
細
い
秋
雨

が
斜
め
に
斜
め
に
縞
模
様
を
画
い
て

い
る
。

秋
の
雨
結
び
み
く
じ
の
は
ら
り
落
つ

新

町

加

藤

宗

一

(
評
〕
神
域
を
濡
ら
し
て
秋
雨
が
け

ぶ
っ
て
い
る
。
大
前
の
二
三
の
立
木

は
校
も
隠
れ
る
程
の
お
み
く
じ
が
び

っ
し
り
と
結
ば
れ
て
、
時
な
ら
ぬ
花

盛
り
だ
と
眺
め
る
う
ち
、
間
に
ゆ
る

ん
で
一
枚
が
は
ら
り
と
散
り
落
ち
た

の
で
あ
る
。

冬
晴
に
ゆ
っ
く
り
雲
の
生
れ
け
り

髭

釜

清

水

拡

一

朗

〔
評
〕
朝
か
ら
の
快
晴
に
、
初
冬
の
空

は
青
々
と
澄
み
渡
っ
て
い
た
の
だ
が
、

ふ
と
振
り
向
い
た
空
の
一
角
に
い
つ
の

間
に
か
白
雲
が
生
れ
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
青
空
を
覆
い
始
め
た
の
で
あ
る
。

枯
れ
て
ゆ
く
も
の
の
匂
へ
る
沼
日
和

夏

海

大

賞

千

代

子

さ
ん
り
ん

〔
評
〕
大
沼
の
小
春
日
和
。
燦
欄
た

る
冬
日
の
下
に
枯
れ
始
め
た
岸
草
や

木
立
が
沼
面
の
風
に
匂
い
立
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
枯
れ
朽
ち
て

ゆ
く
も
の
の
最
後
の
生
の
輝
き
が
作

者
の
心
の
琴
線
に
触
れ
、
敢
て
匂
ふ

と
言
わ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

那
須
の
嶺
真
白
に
遠
き
枯
野
か
な

祝

町

今

川

良

〔
評
〕
枯
野
に
作
ち
枯
野
を
眺
望
す

る
。
目
路
も
遥
か
に
枯
れ
渡
っ
た
常

陸
野
の
影
慣
に
、
早
く
も
雪
を
被
っ

た
那
須
遠
山
が
立
ち
ふ
さ
が
る
様
に

真
自
の
山
嶺
を
時
て
て
い
る
。

雨
つ
よ
く
な
る
も
動
か
ず
根
釣
人

髭

釜

川

上

弘

水
鳥
の
群
に
ま
じ
ら
ぬ
一
羽
あ
り

桜

道

真

田

静

子

色
冴
え
て
焚
く
に
は
惜
し
主
主
葉
か
な

祝

町

今

川

う

め

一
輪
の
た
ん
ぽ
〉
の
彩
冬
日
向

新

町

岸

和

田

和

子

難
破
船
偲
ぶ
錨
に
秋
し
ぐ
れ

新
町
小
松
崎
十
士
口

御
社
の
紅
葉
一
枝
摘
み
た
し
ゃ

角

一

前

原

青

嵐

や
〉
寒
し
雲
と
沖
と
の
連
な
り
て

東

光

台

田

中

勝

校

掌
に
の
せ
て
稲
穂
の
重
さ
確
か
む
る

髭

釜

稲

田

富

穂

ど
こ
へ
や
ら
消
え
て
し
ま
ひ
し
彼
岸
花

蔵

前

田

山

佳

風

赤
と
ん
ぼ
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
消
、
え
に
け
り

金

沢

猿

田

俊

子

小
春
日
の
竿
干
す
沼
の
舟
溜
り

永

町

浅

見

道

子
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ソボクな疑問に答えマス0

長
い
除
陥
没
係
書
r爆
片
岡
け
は
一
民
同
|

幹
事
の
認
で
よ
圭
グ
入
室
町
f

い
分
権

L21比一

U
貯
昨
間
州
問
問
一
即
伽
防
法
民
経
内
魚

崎
将
減
俸
山
口
岡
崎
院
比
除
昧
官
時
卜

味
曜
防
閣
棋
は
険
憶
は
市
川
崎
恥
民
M
M川

r
q
A
7
久
・
夙
肝
仰
が
ゐ
J

争
議
い
て
釘
内
f
器
、
す
六

r
M
べ
河
川
川
崎
品
黒
崎
市
円
つ
判
明
伊
時
代
燃

え
て
ρ
作

hrAひ
ペ

、

の

で

す

ん

げ

古

井

!

マ

手
L

成
ど
「
キ

rdJf
日

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
h
甲
山
崎
将
手
交
μ

久
洗
町
爵
筑
徒
京
訴
険
岬
仏
語
斎
旅

L司ら

お
答
え
し
ま
す
。

S
さ
ん
の
疑
問
は

も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
す
。
事
実
、
国

保
税
は
大
洗
町
に
比
べ
て
美
野
里
町
が

低
く
、
そ
れ
よ
り
更
に
低
い
の
が
東
京

(
東
京
は
国
保
料
)
で
す
が
、
こ
の
格

差
の
理
由
に
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
り

ま
す
。
{
東
京
と
比
べ
た
場
合
}

結
論
か
ら
一
一
百
う
と
、
一
人
当
た
り
の

所
得
が
多
い
か
ら
。
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

ト

i?
っノ。

あおお平成7:1f.12月5日

図

大洗町国民健康保険の収支

出歳

「一一 16億3千800万円
歳入

41.9% 税保

国
民
健
康
保
険
の
収
支
は
、
友
図
の

よ
う
に
な
り
、
医
療
費
が
大
部
分
を
占

め
る
支
出
と
、
そ
の
支
払
に
必
要
な
額

(
収
入
)
は
同
額
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
言
い
方
を
か
え
れ
ば
、

国
保
税
H
医
療
費
l
国
ほ
か
の
補
助
金

に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
計
算
さ
れ
た
国
保
税
を
各

加
入
者
(
世
帯
)
で
割
り
振
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
方
法
(
算
出
基
礎
)
は
東

京
な
ど
大
都
市
を
除
い
て
は
次
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
各
市

94.2% 

(平成7年度)

費療医

34.9% 

ム

その他補助金

町
村
ご
と
に
医
療
費
(
支
出
)
に
違
い

が
あ
る
の
で
、
税
率
は
各
市
町
村
ご
と

に
ま
ち
ま
ち
で
す
。
(
)
内
は
大
洗
町

の
税
率
で
す
。

所
得
割
世
帯
の
所
得
額
に
応
じ
て

(
6
・
4
/別
)

資
産
割
固
定
資
産
税
額
に
応
じ
て

(
印
/
別
)

平
等
割
一
世
帯
当
た
り

(
2
5
、
2
0
0
円
)

均
等
割
家
族
一
人
当
た
り

(
1
9
、
2
0
0
円
)

こ
の
所
得
割
に
注
目
す
る
と
、
所
得

の
多
い
方
(
国
保
税
の
高
額
者
)
が
大
勢

い
れ
ば
、
必
要
な
国
保
税
総
額
の
大
部

分
を
所
得
の
多
い
人
達
で
ま
か
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
中
・

低
所
得
者
の
国
保
税
は
低
く
て
済
む
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。
実
際
に
国
保
加

入
者
一
人
当
た
り
の
所
得
額
(
基
礎
控

除
後
)
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

(平成2年)

168万6千円

茨

城

東

H， 

い
か
に
所
得
額
に
差
が
あ
る
か
が
お

わ
か
り
で
し
ょ
、
っ
。

大
洗
町
で
も
平
成
5
年
度
に
国
保
税

を
値
下
げ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
も

当
時
、
開
発
に
よ
る
土
地
の
譲
渡
所
得

で
高
額
所
得
者
が
増
え
た
た
め
で
す
。

ち
な
み
に
東
京
・
墨
田
区
で
の
算
出

基
礎
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所
得
割
住
民
税
額
に
対
し
て

(
m
-
7
/削
)

均
等
割
家
族
一
人
に
つ
い
て

(
1
5
、
9
0
0
円
)

{
美
野
皇
町
と
比
べ
た
場
合
}

次
に
郡
内
で
の
比
較
で
す
が
、
こ
の

場
合
は
支
出
(
医
療
費
)
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支
払
う
お
金
が

少
な
け
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
集
め
る
お

金
(
国
保
税
)
も
少
な
く
て
済
む
の
で

す
か
ら
。
次
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
美
野

里
町
と
で
は
、
老
人
で
一
人
当
た
り
3

万
5
千
円
、
一
般
で
3
万
円
も
多
い
医

療
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

(単位:円)

老人 一般 退職者

大洗罰T 588.535 154，803 290.679 

美野皇町 553，298 124.515 312，401 

差 額 35.237 30.288 ム21.722

1人当り医嬢費の比較
退
職
者
の
医
療
費
の
み
下
回
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
人
数
が
少
な
く
、
問

題
に
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
グ
ラ
フ
は
近
隣
と
の
比
較
で
す
。

例
外
も
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
医
療

費
の
高
い
町
村
は
、
国
保
税
も
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

15方向

(平成5年度)

仁コ医療費仁コ国保税

近隣市町村の1人当り匡空襲費と国保税

233，520円

20万円

国
保
税
を
安
く
す
る
た
め
に
、
支
払

準
備
基
金
を
取
り
崩
す
べ
き
。
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
す
。
永
年
に
わ
た
っ
て

積
み
立
て
て
き
た
基
金
は
、
現
在
2
億

3
千
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て

は
、
固
め
指
導
や
、
町
条
例
の
規
定
で

も
、
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
目
的
で
は

使
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
流
行
性
疾
患
の
異
常
発
生
に
よ
る
医

療
費
の
急
増
で
、
支
払
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
。

②
風
水
害
等
で
、
収
入
が
予
定
に
達
せ

ず
医
療
費
の
支
払
が
掴
難
に
な
っ
た

場
合
。

③
保
健
事
業
に
使
、
っ
場
合
。

(
保
健
事
業
と
は
、
病
気
に
か
か
ら
な

い
た
め
の
健
康
づ
く
り
や
、
検
診
な
ど

早
期
発
見
の
事
業
で
、
今
年
か
ら
始

め
た
「
脳
ド
ッ
ク
し
が
そ
の
例
で
す
二

以
上
が
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で

き
る
理
由
で
す
。

10万円

町
の
由
民
健

康
保
険
は
年
間

予
算
が
約
日
億

円
で
す
勺
仮
に
、

基
金
を
取
り
崩

し
て
保
険
税
を

値
下
げ
で
き
て

も
せ
い
ぜ
い
一

年
間
。
そ
し
て

基
金
が
無
く
な

っ
た
時
に
問
が

悪
く
大
地
震
な

ど
の
天
災
が
発

生
し
た
ら
・
・
・
・
。

家
庭
で
も
、
全

く
貯
金
の
な
い

生
活
は
、
不
安

が
い
っ
ぱ
い
で

は
な
い
で
し
ょ

、つカ。

国
保
税
を
少
し
で
も
安
く
し
た
い
。

こ
れ
は
私
た
ち
担
当
者
の
、
心
か
ら
の

願
い
で
す
。
そ
れ
に
は
ム
ダ
な
医
療
費

を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
皆
さ
ん
に
、
次
の
こ
と
を

心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
の
で
み
九

①
重
複
受
診
を
控
え
る

誰
し
も
、
痛
い
か
ら
苦
し
い
か
ら
お

医
者
さ
ん
に
通
い
ま
す
。
症
状
が
思
わ

し
く
な
け
れ
ば
別
の
所
へ
行
っ
て
み
ょ

う
か
と
考
え
る
の
も
理
解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
同
じ
病
気
で
何
軒
も
の
病

院
を
回
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
び
に
検
査
や
処
置
を
や
り
な
お

す
た
め
、
産
療
費
一
増
を
招
き
ま
す
。

昨
年
の
重
複
受
診
の
実
例
を
あ
げ
て

み
ま
す
。

両
同
閣
〕

(
医
療
機
関
)
(
年
間
受
診
回
数
)

O
A整
形

外

科

ロ

田

ム
B
病

院

(

内

科

)

日

回

C
皮

膚

科

ロ

回

O
D整
形

ロ

回

ム
E
内

科

医

説

ロ

回

ム
F
内
科

1

回

G
歯
科

3

間

嗣
閣
〕
凶

日

整

形

ロ

回

O
I医
院

(

内

科

)

ロ

回

O
B内
科

医

院

ロ

回

O
J医
院
(
内
科
)

5

闇

O
K病
院

(

内

科

)

日

間

習
慣
的
?
と
怠
え
る
ほ
ど
の
通
院
回

数
で
す
。

O
や
ム
が
向
じ
診
療
科
目
へ

の
通
院
で
重
複
受
診
の
疑
い
が
あ
る
も

の
で
す
。

②
時
間
内
診
療
を
心
が
け
る

乳
幼
児
は
、
な
ぜ
か
夜
中
や
休
日
に

具
合
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
仕
方

の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
大
人
の
場

合
は
、
早
目
の
受
診
で
夜
間
や
休
日
受

診
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

時
間
外
で
の
受
診
は
当
然
割
高
に
な

り
ま
す
。
初
診
料
(
病
院
)
だ
け
を
み

て
も
次
の
よ
う
な
違
い
に
な
り
ま
す
。

一

般

6
歳
未
満

時
間
内

2
、0
8
0
円

2
、6
8
0
円

休

日

4
、
4
3
0
円

5
、
0
3
0
円

深

夜

6
、
5
8
0
円

7
、
1
8
0
円

休
日
診
療
は
時
間
内
の
2
倍
以
上
に

な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

③
家
庭
医
を
持
つ

い
わ
ゆ
る
っ
か
か
り
つ
け
医
L

の
こ

と
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
、
あ
な
た

の
病
歴
や
体
質
を
誰
よ
り
も
把
握
し
て

い
る
の
で
、
治
療
が
適
切
で
効
果
が
あ

り
、
ム
ダ
も
省
け
ま
す
。
ま
た
、
症
状

が
重
い
場
合
は
大
病
院
へ
の
紹
介
状
も

も
ら
え
、
た
い
へ
ん
有
利
で
す
。

そ
の
先
生
と
家
族
ぐ
る
み
、
一
生
の

お
つ
き
合
を
す
れ
ば
、
必
ず
あ
な
た
の

健
康
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

③
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
る

例
え
ば
、
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
タ
フ
で
我
慢
づ
よ
い

の
で
す
が
、
症
状
が
出
た
と
き
に
は
す

で
に
手
遅
れ
の
場
合
が
多
い
の
で
す
。

前
や
職
場
で
の
健
康
診
断
を
マ
メ
に

受
け
て
早
期
発
見
早
期
治
療
に
努
め
れ

ば
、
か
な
り
の
医
療
費
抑
制
に
な
り
ま

す。
S
さ
ん
の
疑
問
に
的
確
な
説
明
が
で

き
た
の
か
不
安
で
す
が
、
今
は
高
い
国

保
税
も
や
む
を
え
な
い
こ
と
、
国
保
の

加
入
者
み
ん
な
の
協
力
が
あ
れ
ば
下
げ

る
こ
と
も
可
能
な
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

疑
問
の
点
は
遠
慮
な
く
ご
質
問
下
さ
い
。

S
さ
ん
、
国
保
税
は
高
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
大
洗
は
い
い
と
こ
ろ
で
す

よ
。
も
う
少
し
だ
っ
と
そ
の
良
き
が
わ

か
る
と
思
う
の
で
す
が
。

保
健
課
小
久
丸
町
一
香

E
O
O
E
E
E
E
O
O
E
n
v
E
E
Q
E
O内
記

Q
E
o
E
0
2
0
0
T
ω
内
￥

0
2
0

来
年
1
月
1
日
か
ら
乳
幼
児
福
祉
医

療
費
支
給
対
象
者
の
所
得
制
限
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
2
9
0
万
2
千
円
で
す
が
3

9
3
万
円
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
ほ
ぼ

9
割
の
乳
幼
児
が
対
象
と
な
る
見
込
で

す。V
支
給
対
象
者

3
歳
未
満
の
乳
幼
児

v支
給
内
容

医
療
保
険
の
一
部
負
担
金
相
当
額

(
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
お
金
)

た
だ
し
、

1
・
2
歳
児
は
入
院
の
み

V
所
得
制
限
額

3
9
3
万
円

(
扶
養
人
数
に
よ
り
加
算
さ
れ
ま
す
)

マ
支
給
適
用
年
月
日

平
成
8
年
1
月
1
日
よ
り

V
問
合
せ
先

保
健
課
国
保
係

宮

2
6
7
1
5
1
1
1
(内
山
)



平成7年12月5臼

⑮多
襲撃し1襲撃費量

師
走
を
迎
え
て
、
何
か
と
き
ぜ
わ
し

く
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
帰
省
客
や
冬
の
行
楽

客
な
ど
で
普
段
よ
り
も
道
路
が
混
み
あ

い
交
通
事
故
の
発
生
も
多
く
な
り
ま
て

加
え
て
、
年
末
恒
例
の
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
お
酒
を
飲

む
機
会
が
増
、
え
る
た
め
飲
酒
運
転
の
車

が
多
く
な
り
、
欽
酒
が
原
因
と
な
っ
て

発
生
す
る
交
通
事
故
の
増
加
も
目
立
っ

て
き
ま
す
。

t"' らあ

平
成
6
年
中
、
全
国
で
発
生
し
た
泊

酔
い
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
2
、
0
3

9
件
で
、
1
県
当
り
平
均
件
数
は
G
・

4
件
で
す
。

茨
城
県
の
発
生
件
数
は
、
こ
の
平
均

件
数
を
大
き
く
上
回
る
1
0
3
件
で
、

酒
酔
い
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
発
生
件

数
を
全
国
ワ
ー
ス
ト
順
位
で
見
た
場

晶
V
A
帯
A
V
A
F
A
智
也
T

F

A
ゆ

晶

V
A働
V

4

1働
V
A
F
A働
V
A
事
A
掛
A
働

V
A
帯
品
物
Y
構
Y
A窓
V
A俗
wx
地

おお(5)第288号

。 。
JA大洗支癌髄

F選弘和窃脳間』

⑧⑮⑨⑮ 

A
口
、
兵
庫
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
に

続
い
て
5
番
目
に
位
置
し
て
お
り
、
交

通
死
亡
事
故
多
発
県
で
あ
る
と
と
も

に
、
飲
酒
事
故
多
発
県
で
も
あ
る
と
言

、
え
ま
す
。

平
成
6
年
中
の
茨
城
県
の
飲
酒
運
転

(
酒
酔
い
酒
帯
運
転
)
に
よ
る
交
通
事

故
は
、
発
生
件
数
9
8
6
件
、
死
者
数

白
人
、
負
傷
者
数
1
、
2
1
9
人
で
す
。

発
生
件
数
は
、
全
事
故
(
2
1
、
2
6

1
件
)
の
4
・
4
%
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
死
者
数
は
全
死
者
数
(
4
2
1
件
)

の
加
%
に
当
り
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
が
死
亡
事
故
な
ど
重
大
事
故

と
な
る
確
率
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す。
本
年
7
月
末
ま
で
の
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
(
8
4
8
件
)
を
分
析
し

た
県
警
交
通
企
画
課
の
統
計
資
料
に
よ

る
と
、
ま
ず
、
欽
酒
す
る
理
由
で
一
番

多
か
っ
た
の
は
「
自
分
で
飲
み
た
く
て
」

と
い
う
理
由
が
約
6
割
と
最
も
多
く
、

欽
酒
運
転
の
理
由
で
は
、
「
他
に
乗
り

物
が
な
い
」
、
「
少
し
し
か
飲
ま
な
い
し

と
い
う
自
分
勝
手
な
理
由
が
6
割
強
を

占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
別
で
は
初
代
か
ら
田
代

ま
で
平
均
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

中
で
も
却
歳
代
の
中
年
層
の
発
生
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

。。

ι品tz発生件数構成率
他に乗り物がない 152 3l.4 

翌日の出勤等に困る 46 9.5 

少ししか飲まない 157 32.4 

酔いをさました 56 11.6 

率をおいていくのが不安で 15 3.1 

その他 38 7.9 

不 明 20 4.1 

メ口入 484 100.0 

飲
酒
運
転
を
防
止
す
る
に
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
意
識
を
高
め
て
自
ら
自
制
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

当
然
、
(
杢
胞
や
職
場
な
ど
に
お
い
て

意
識
の
啓
発
を
図
る
ほ
か
、
飲
酒
運
転

を
さ
せ
な
い
た
め
の
工
夫
や
努
力
を
お

顧
い
し
て
、
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
運
転
す
る
人
に

沼
を
す
す
め
な
い
」
の
飲
酒
運
転
3
な

い
運
動
を
積
極
的
に
実
行
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
(
午
前
9
時

j
午
後
口
時
)
に
農
産
物
の
直
売
「
ふ

れ
あ
い
市
し
を
J

A
大
洗
支
庖
前
で
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ふ
れ
あ
い
市
は
生
産
者
と
消
費

者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
場

消
費
拡
大
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
白

的
に
大
洗
カ
ン
シ
ョ
生
産
部
会
婦
人
部

(
清
宮
節
子
部
長
外
ロ
名
)
が
実
施
。

朝
、
採
り
た
て
の
ほ
う
れ
ん
草
や
大

根
、
さ
と
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

新
鮮
で
安
全
な
低
農
薬
野
菜
や
果
物
、

花
(
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
)
な
ど
が
所
せ

ま
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

(一職金計〉
執行済額-・・2，328，991千開

(執行率…31園2%)
収入済額…3，468，174千円

(収入率・・・46.5%)
予算額…7，455，855千円

大洗町告示第21号
地方自治法第243条の3第1項及び大洗町財政状況の作成及び

公表に関する条例により、私たちの町の財政状況(平成 7年 4

月1日から 9月30日)を次のとおり公表します。

平成7年12月1日

宏竹内大洗町長

一散金計予算執行状況
(歳入) (単位:千円)

IK 分 王見計予算額

人 {牛 費 1，939，986 

物 件 費 1，008，402 

維持補修費 47，871 

扶 助 費 586，551 

補助費等 976，630 

普通建設事業費 635，129 

(1) 補 助 25，000 

(2) 単 1車 610，129 

災害復旧事業費 1 

公 イ責 費 735，014 

積 立 金 45，536 

投資及ぴ出資金 793，615 

貸 付 金 9，162 

繰 出 金 529，179 

予 {庸 費 25，245 

メ口入 計 7，332，321 

(性質別)(単位:千円， %) 

E主 分 現計予算額 繰繰越事越業費額等 予充備当額焚 言十 支出j資額 執行率

1 議 Jヱ〉ミ、 費 129，760 12自，760 62，181 47.9 

2 総 務 費 1，199，206 620 1，199，826 530，333 44.2 

3.民 生 費 1，141，340 452 1，141，792 390，980 34.2 

4.衛 生 費 1，156，602 31，410 1，924 1，189，936 367，117 30.9 

5.労 {動 費 109 109 109 100.0 

6 農林水産業費 822，842 78 822，920 84，150 10.2 

7 商 エ 費 369，879 369，879 142，178 38.4 

8 土 木 費 832，146 73，298 1，850 907，294 102，288 11.3 

9 .消 日芳 費 326，466 326，466 139，910 42.9 

10.教 育 費 568，358 18，826 587，184 244，009 41.6 

11.災害復旧費 l 1 。
12 公 イ貢 費 735，164 735，164 265，736 36.1 

13 諸支出金 25，203 25，203 。
14.予 f蔚 費 25，245 ム4，924 20，321 。
歳出合計 7，332，321 123，534 7，455，855 2，328，991 31.2 

(平成7年9月30日現在)

出(歳(単位:千円， %) 

区 分 現計予算額 護霊品事護 計 収入済額 収入率

1.町 宅見 2，828，553 2，828，553 1，636，596 57.9 

2.地方譲与税 156，400 156，400 39，346 25.2 

3.平Ij子割父付金 76，692 76，692 24，217 31.6 

4. 交ゴノ付レ7金場利用税 44，600 44，600 17，063 38.3 

5. 特交別付地金方消費税 15，600 15，600 。
6 . 交自動付車金取得税 43，000 43，000 16，643 38.7 

7.地方交付税 801，246 806，246 736，873 92.0 

8. 交特通別士交付会対金策 5，000 5，000 3，162 63.2 

9.分負担担金金及ぴ 246，836 246，836 49，471 20.0 

10 事ZJ及び 277，580 277，580 160，309 57.8 

11.国庫支出金 290，055 290，055 35，833 12.4 

12.県支出金 427，923 427，923 35，723 8.3 

13 財産収入 125，786 125，786 65，154 51.8 

14.寄 F甘 金 5，223 5，223 5，315 101.8 

15.繰 入 金 1，018，176 1，018，176 350，000 34.4 

16 繰 越 金 147，540 123，534 271，074 271，074 100.0 

17 諸 ヰ主 入 334，311 334，311 21，395 6.4 

18.町 債 487，800 487，800 。
歳入合計 7，332，321 123，534 7，455，855 3，468，174 46.5 

(平成7年9月30日現在)(平成7年日月30日現在)

(単位.千円， %) 

執 行 額

会 計 名 現計予算額 歳 入 歳 出

収入i斉綴 収入主事 支出済額 執行率

国民健康保険特別会計 1，718，390 712，170 41.4 599，338 34.9 

老人保健特別会計 1，542，887 650，007 42.1 672，080 43.6 

(収入) 453，499 228，744 50.4 
収主主的

(支出) 453，499 118，765 26.2 
水道事業会計

(収入) 0.4 986，569 3，553 
資本的

(支出)1，081，388 94，615 8.7 

収益的
(収入) 58，674 24，601 41. 9 

地方卸売市場冷凍 (支出) 44，690 19，807 44.3 

冷蔵事業特別会計 (収入) 30，361 25 0.1 
資本的

(支出) 44，354 1，913 4.3 

桜道土地区箇整理事業特別会計 85，384 51，944 60.8 15，346 18.0 

公平委員会特別会計 14，120 8，913 63.1 6，518 46.2 

公共下水道事業特別会計 1，165，133 25，222 2.2 79，555 6.8 

(平成 7年9月初日現在)

構特別会計歳入歳出予算執宥状漉(単位:千円， %) 

区 分 7c金未償還額 構成比

一般公共事業債 304，971 6.2 

一般単独事業債 2，459，207 50.3 

公営住宅建設事業債 320，472 6.6 

義務教育施設主主備事業債 194，780 4.0 

災害復旧事業債 4，400 0.1 

般廃棄物処理事業債 1，355 0.0 

厚生福祉施設整備事業債 196，379 4.0 

転 貸 イ責 93 0.0 

Rオ {原 女す 策 イ責 389，713 8.0 

減収補てん債 61，600 1.3 

減税補てん償 109，500 2.2 

臨時財政特例債 16，608 0.3 

調 整 {責 105，285 2.2 

県 貸 付 金 394，214 8.1 

そ 。〉 他 326，983 6.7 
メ口入 4，885，560 100.0 

(平成7年9月初日現在)

一故金書十地方積現在高一椴金計図T有財産の状況

t也・・・・・・・・・・・・・・・・・・2，198，560.73m'

2.基

2.普通財産……1，610，838.91m'

物-……・…・・…u ・・ 62，542.69m' 

1 .行政財産......… 62，123.00m'

2.普通財産……・口・…419.69m'

@土

@建

@有価証券圃基金…… 3，145，383千円

1.有価証券".・H ・""'22，708千円

金…・・.3，122，675千円

1.行政財産…，，""587，721. 82m' 

(平成7年 9月30日現在)
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冒
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第288号 (6)

と

平
成
7
年
ロ
月
目
日
(
臼
)

午
後
6
時
叩
分
よ
り

大
洗
港
第
4
埠
頭

ふ
じ
丸
船
内

金

1
3
、
0
0
0
円

(
フ
ラ
ン
ス
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理
フ
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コ

i
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う
ち

1
、
0
0
0
円
は
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き

と

こ

ろ

料

正
月
は

『
ふ
じ
丸
』

t"' らあ

平
成
8
年
1
月
6
日
(
土
)

1
1
月
8
日
(
月
)

(
3
B
間
)

3
5
0
名

最
少
催
行
人
員
2
0
0
名

食

事

朝

・

昼

・

夜
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2

回

ホ
テ
ル
鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

又
は
鳥
羽
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

金

6
8
、
0
0
0
円
よ
り

子
供
(
口
歳
未
満
)
は
、

1
0
、
0
0
0
円
引
き

大
洗
港
振
興
協
会

船
舶
誘
致
部
会

宮

2
6
6
1
3
3
2
5

と

き

お

募
集
人
員

お

料間
合
せ
先

平成7年12月5日
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朝食

出発。伊勢神宮初詣船の旅出発。

チし1
車整

i 審
高益
で

各
種
学
校
等
へ
の
入
学
や
在
学
の
費

用
な
ど
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

海
外
留
学
を
す
る
場
合
の
必
要
な
資

金
に
つ
い
て
も
取
り
扱
い
可
能
。

融
資
金
額

1
人
に
つ
き
1
5
0
万
円

返
済
期
間

8
年
以
内

据
置
期
間
在
学
期
間
内

た
だ
し
、
最
長
4
年

3

・
2
5
%

毎
月
元
利
均
等
返
済

(
ボ
ー
ナ
ス
月
の
増
額
返

済
も
可
)

国
民
金
融
公
庫
水
戸
支
庖

雷

2
2
1
1
7
1
3
7

で
伊

ヘ
ノ
@

間
合
せ
先

主

催

後

援

発
売
及
び

問
合
せ
先

歳
末
助
け
合
い
募
金
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

商
船
三
井
客
船
株
式
会
社

大
洗
港
振
興
協
会

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

雷

2
6
6
3
3
6
6

利

率

返
済
方
法

臨宵

鳥羽

宿泊

鳥羽港着:，3¥じ丸下齢、

へ
戸レトーて号ぢたひ線幹新頃a
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③

1
/
8
錨

E日日日頃|水戸駅着

真珠センター観光など

伊勢神宮参拝・初詣

昼食

スペイン村観光

鳥羽ホテル到着

ホテル出発

朝食

!日 30

12: 00 

13:00-
18: 00 

17: 00 

?仕型
/ 
7 
倒

日7:30 

。日 日日

!日 00

@ 

い

今
年
も
、
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
ま

し
た
。
日
頃
皆
様
に
は
、
清
掃
業
務
に

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
年
末
-
年
始
の
ご
み
収
集
業

務
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
年
末
〕

女
燃
え
な
い
ご
み

ロ
月
幻
自
(
水
)

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

置

2
6
7
7
3
5
1

@
大
貫
茂
男
(
髭
釜
町
)

雷

2
6
6
1
9
6
0

@
関
根
正
彦
(
大
賞
中
宿
)

官

2
6
6
1
1
6
5
1

@
藤
本
光
行
(
新
町
)

官

2
6
7
1
3
0
2
3

@
鈴
木
博
之
(
新
町
)

官

2
6
7
1
2
6
6
1

な
12燃
月え
28る
日こe

末み

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

指
定
曜
日
収
集

(
平
常
業
務
)

大
規
却
場
へ
の
ご
み
持
込
み
(
擁
入
)

ロ
月
初
日
(
土
)
午
前
日
時
ま
で

〔
年
始
〕

1
月
4
日
(
木
)
よ
り
平
常
通
り
0

0
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

生
活
環
境
課
清
掃
管
理
係

宮

2
6
7
1
5
1
1
1
(
内
線
制
)

ロ
月
回
目
(
金

町の人口と世帯

( I I月|日現在)

人口 20，686人(+10) 

男 10，251人(+5) 

女 10，435人(-5) 

世帯数 6，542戸(+8) 
転入 78人 転出 68人

出生 13人 死亡 13人

茨
城
の
原
子
力
@
初
年

記
愈
論
文
を

瞳
野
健
隅

Elυ
串
ふ
す
同
d

メ
イ
ン
テ
ー
マ

原
子
力
l
乱
世
紀
に
期
待
す
る

例
・
-
原
子
力
の
平
和
利
用

研
究
開
発
者
へ
の
提
言
な
ど

メ
イ
ン
テ
!
?
に
基
づ
く
自

由
な
発
想
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
県
内
の
高
校
生
・
大
学
生

(
県
外
在
住
も
可
)

県
内
出
身
の
高
校
生
・
大
学
生

(
大
学
に
は
、
専
門
学
校
・

短
大
も
含
)

(
ク
ラ
ブ
活
動
又
は
グ
ル
ー

プ
で
の
応
募
も
可
能
)

原
稿
用
紙
7
1
日
枚
以
内

平
成
8
年
1
月
却
臼
(
土
)

茨
城
県
原
子
力
協
議
会

宮

0
2
9
(
m
)
3
1
1
1

(H 7 .11.10現在)

入場方法

料有備)ホール17: 00-(臼)12月10日

無料

関係者

関係者

関係者

催主

三大洗文化センタ一行事予定表 (12/10r-.J24)

喜善催場所"'""" 全ヨr内事開始時間日{援関

ベヲ

大洗ロータリークラブ

会|ホール|県立大洗高等学校

運転免許更新時講習会|大会議室|水戸地区交通安全協会

13: 00 - I 合同ピアノ発表会|ホール I~喜裕霊季ヒ。アノ教室
※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(怨266-2442)へお問い合わせ下さい。

応
募
規
定

応
募
締
明

間
合
せ
先

〉〆

ホール

定

12: 00-

18: 00-

9 : 00-

同

(日)

休)

(日)

12月14日

12月17日

12月20日

12月24日

「
整
の
献
曲
L

の

お
知
ら
せ

先
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

ロ
月
訪
日
(
月
)
の
献
血
に
つ
い
て
、
実

施
時
間
が
左
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
だ
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

午
前
の
部

午
後
の
部

(古宿)
てるのり

仲田照典ちゃん

( 3歳 2ヶ月)

1 12 12 

t月鰯/お伺/)B 附/21 (刈/12 

母 手L
事

子 児 種

業
中自 健 I見

名
談 霊会 メ口入

母親 生生 生
後後 後

及 6 3 3 
対

ぴ カカ カ

乳 月月 月
幼 I I 
児 7 4 90 

象
カカ カ

月月 月
(7)σ〉 。〉
手L'乳 手L

寺霊児児 幼
児

9 1 1 イ受寸
11待 2時 2時
自寺 00時00時 15

露実関00分 00分 15分
分 分 分

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

o
u月
ロ
白
川

w
o
u月
四
日
関

o
ロ
月
沼
目
幽
内
科
医
診
察
指
導

0
1
月
ロ
日
働

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
1
月
9
日
閃
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
が
必
要
な
方

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
め
は
な
し

臨

し

ん

(
三
日
ば
し
か
)

風
し
ん
は
2
1
3
歳
に
な
る
と
か
か

る
人
が
急
に
多
く
な
り
ま
す
。
保
育
園

や
幼
稚
園
に
入
る
前
に
予
防
接
種
で
免

疫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
風
し
ん
の

予
防
接
種
は
、
麻
し
ん
(
は
し
か
)
の

予
防
接
種
の
済
ん
だ
方
、
又
は
か
か
っ

た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
年
齢

は
生
後
山
ヶ
月
i
叩
ヶ
月
(
標
準
年
齢

は
生
後
ロ
ヶ
月
i
M山
ヶ
月
)
で
す
。

催

コンサト
三周年X7スパーティーライブ

年忘れ演芸大会

期演奏

容

器

と

《
冬
の
健
慶
管
理
》

北
日
か
ら
病
気
の
人
と
お
年
寄
り
は
暑

い
夏
と
寒
い
冬
に
要
注
意
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
冬
は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
が
起
こ
り

ゃ
す
く
、
風
邪
か
ら
肺
炎
に
な
っ
た
り
、

凍
っ
た
路
面
で
転
倒
し
て
の
骨
折
な
ど
、

病
気
や
事
故
が
多
い
季
節
で
す
。

脳
卒
中
や
心
臓
病
は
暖
か
い
と
こ
ろ

か
ら
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に
移
動
し
た
と

き
に
起
き
や
す
い
の
で
、
例
え
ば
夜
の

ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
は
、
な
る
べ
く
入

る
前
に
暖
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
排
便
時
の
カ
み
が
脳
卒
中
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
多
い
こ
と
も
覚
、
え
て

風
し
ん
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ

て
お
こ
る
病
気
で
す
。
潜
伏
期
間
は
2

j

3
週
間
で
す
。
較
い
カ
ゼ
症
状
か
ら

は
じ
ま
り
発
し
ん
、
発
熱
、
後
頭
頭
部

リ
ン
パ
腫
張
な
ど
が
、
玉
、
な
症
状
で
す
。

体
調
が
良
け
れ
ば
早
目
に
予
防
接
種

を
う
け
ま
し
ょ
、
7
0

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

官

2
6
7
1
5
1
1
1
・内
1
2
4

館童

醸

お
い
て
下
さ
い
。
高
血
圧
の
人
は
、
特

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

万
が
一
、
倒
れ
た
と
き
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
、
以
下
に
注
意
点
を
あ
げ
ま

し
た
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

①
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
救
急
車

を
よ
ぶ
か
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

②
ト
イ
レ
や
浴
室
で
倒
れ
た
と
き
は
、

2
1
3
人
で
頭
を
動
か
さ
な
い
よ
う

に
運
び
、
寒
く
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
着
て
い
る
も
の
を
ゆ
る
め
て
呼
吸
し

や
す
く
す
る
。
吐
い
て
い
た
ら
横
を

向
か
せ
て
吐
い
て
い
る
も
の
を
と
り

除
く
(
入
れ
歯
も
忘
れ
ず
に
)
。

(
保
健
婦
・
照
山
美
樹
記
)
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